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 日目 2 
標準正規分布 
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１ 連続的な確率変数 

２日目 

1 ヒストグラムを細かくすると…？ 

標準正規分布 

ねらい 連続的な値をとる確率変数の確率分布を考えてみよう。 
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各柱の横の長さを 1 と考えたとき，この赤枠

の面積は，身長が 170 cm 以上 180 cm 未満

である確率と考えられます。 
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 X

X 1 yxf(x)

aTXTb

 

  
 

 

 

 

 

 f(x)  

 

  COLUMN  

 X a

160.0000 cm

160.0000 cm 0

 

 f(x) Xxx X

 

 X x

xOdx  

    f(x) dx  

 

  

確率変数 X の分布曲線の方程式を yxf(x) とすると，関数 f(x) は次の性質をもちます。 

[1] 常に f(x)U0  

[2] Xが aTXTb となる確率は，次の定積分で求めることができる。 

    P (aTXTb)x
bR

a
f(x) dx  

[3] Xのとり得る値の範囲が mTXTM のとき 

    P (mTXTM)x
MR

m
f(x) dxx1  

 

155 160 165 170 175 180 185 
(cm) 
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ここまで細かくなると，もはや曲線です。 

a b x

y

O

yxf(x)

P (aTXTb)

この部分の面積です。 

確率の総和は 1 ですよってことを言って
いるだけです。 

ヒストグラムで，横の幅 dx が限りなく 0 に近い柱の面積を考え
ています。 
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 Xxx x xOdx

f(x)  

    f(x) dx  

X mTXTM E(X)  

    E(X)x
MR

m
xf(x) dx  

 

  

  

 E(X)x¹  

    V (X)x
MR

m
(xP¹)2f(x) dx  

 

  COLUMN  

 V (X)xE(X 2)PfE(X)g 2

 

    V (X)x
MR

m
x2f(x) dxP

MR
m

xf(x) dxÇ È2

 

 

 

  

 

 

 

  

確率変数 X のとり得る値の範囲が mTXTM で，その確率密度関数が f(x) のとき，X の平均

E(X) と分散 V (X) は，E(X)x¹ として 

    E(X)x
MR

m
xf(x) dx  

    V (X)x
MR

m
(xP¹)2f(x) dx  

で定義されます。このとき 

    V (X)x
MR

m
x 2f(x) dxPfE(X)g 2  

が成り立ちます。 

 

2 平均・分散はどう定義する？ 

X が x 1, ……, xn の値をとる確率が p 1, ……, p n で

あれば 

  E(X)x
n

P
kx1

xkpk  

でしたね。 

思い出して！ 平均を mとすると 

  V (X)x
n

P
kx1

(xkPm)2pk  

でした。 

MR
m

xf(x) dx

Xのとる値 和 確率 
という構造です。 
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１ 正規分布って何？ 

２日目 

2 最重要 ！ 正規分布とは！？ 

標準正規分布 

ねらい 連続型確率変数の確率分布のうち，代表的な正規分布について学ぼう。 

確率変数 Xが B (n, p) に従うとき， 

  E(X)xnp あ 

でしたね。 

実際にやるのは大変なので， 

Excel先輩に頑張ってもらいました。 

ここが平均。 
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 X m ¾ 2

m ¾ ¾2 N(m, ¾ 2)  

  
 

 

 

 p.21 f(x)  

X aTXTb  

    
bR

a
f(x) dx  

 

 N(0, 1) X aTXTb  

    
1

2¼

bR
a

e
P

x 2

2 dx  

 

  

  

 X  

0TXTz0  

  

    P (0TXTz 0)  

 

    P (0TXT0.56)  

 

 z0 1

z0 2  

 z0x0.56 0.5 0.06

 

    P (0TXT0.56)x0.2123  

 

 

 p.27   

正規分布 N(m, ¾2) のうち，平均が 0 で標準偏差が 1 となるものを標準正規分布といって，記号

N(0, 1) で表します。 

標準正規分布は確率密度関数の 1 つで 

    f(x)x 1

2¼
e

P
x 2

2  

で表され，右のような分布曲線になります。 

 

2 標準正規分布 

x

y

O

この式は覚えなくて OK！ 一般的な話を一応すると…… 

正規分布 N(m, ¾ 2) の確率密度関数は f(x)x 1

2¼¾ 2
e

P (xPm)2

2¾ 2 です。 

O z

y

z 0

この部分の面積 

2  

 z0x 0.56 

1  

 z0x 0.56 
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 y  

  

    P (Pz0TXT0)xP (0TXTz0)  

 

 z0

y

 

 P (P1.25TXT0)  

    P (P1.25TXT0)xP (0TXT1.25)  

x0.3944  

 

 

 

 

  

 0 0 2

OK  

  

    P (Pz0TXTz1)  

    xP (Pz0TXT0)OP (0TXTz1)  

    xP (0TXTz0)OP (0TXTz1)  

 

  

    P (P1.25TXT0.56)xP (P1.25TXT0)OP (0TXT0.56)  

xP (0TXT1.25)OP (0TXT0.56)  

x0.3944O0.2123x0.6067  

  

Pz 0TXTz 1  

Pz 0TXT0  

3 正規分布表の使い方 

O z

y

z 0Pz 0

標準正規分布は y軸について対称です。 

よって，これらの面積は等しくなります。 

O z

y

z 1Pz 0

ここは上の性質を使っています。 
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    P (z0TXTz1)xP (0TXTz1)PP (0TXTz0)  

OK  

   P (0.56TXT1.25)xP (0TXT1.25)PP (0TXT0.56)  

x0.3944P0.2123x0.1821    

 

 

 X  

 y

0  

 1

0.5  

  

    P (XUz0)x0.5PP (0TXTz0)  

OK  

   P (XU1.25)x0.5PP (0TXT1.25)  

x0.5P0.3944x0.1056    

 

 

 0 1 N(0, 1)

 

 m ¾ N(m, ¾2)

 

 

 0  

 m 0 x m  

 txxPm t 0  

 

 1  

 ¾ 1 t ¾  

 zx
t
¾

x
xPm
¾

z 1  

 

  

確率変数 X が正規分布 N(m, ¾2) に従うとき 

   Zx
XPm
¾

 

とすると，確率変数 Z は標準正規分布 N(0, 1) に従います。 

 

 

 

4 正規分布から標準正規分布へ 

z 0TX  

z 0TXTz 1  

O z

y

z 1z 0

O z

y

z 0

確率の総和は 1ってヤツよ。 

平均は 0 に補正されているので，割っても平均

は 0のまま変わりません。 

このように，正規分布に従う確率変数を標準正規分布に従うように変

換することを標準化といいます。 
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 X B 300,
1
5Ã Ä X E(X) V (X)  

    E(X)x300 @ 1
5

x60  V (X)x300 @ 1
5

1P 1
5Ã Äx48  

 B 300,
1
5Ã Ä 300 X N(60, 48)

X 60 X  

    ¾x V(X) x 48 x4 3  

 

    Zx
XPE(X)

¾
x

XP60

4 3
 

Z N(0, 1)

60TXT70  

    0TXP60T10  

    0T
XP60

4 3
T 10

4 3
x

5 3
6

 

    0TZT 5 @ 1.732…
6

z1.44  

P (60TXT70)xP (0TZT1.44)

 

    P (0TZT1.44)x0.4251  

 

 P (60TXT70) 0.43

  

5 二項分布と正規分布 

「十分大きい」ってどのくらい？という疑問をもつ人もいると思いますが，共通テストで出題される問題では，

いつも「十分大きい」って考えて OKです。 

二項分布の平均 
二項分布の分散 

どう考えても大変ですよね。 

実際は約 0.456 なんですが，この程度の誤差は

実用上問題ありません。 

まぁ，十分大きいって考えて OKです。 
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